
令和3年度　主要施策

令和3年度予算の概要
●歳入
　一般会計の歳入については、歳入の根幹を成す市税が312億9787万
5千円で、前年度当初予算と比較して、12.6％の減を見込んでいます。
●歳出
　構成比で最も大きな割合を占めているのは、子育て支援、高齢者福
祉、障害者福祉を中心とした民生費で、39.9％の241億4053万8千円
です。ついで、土木費が、18.2％の109億8373万4千円、次に教育費
で、14.0％の84億3873万9千円となっています。なお、歳出に占める
投資的経費＊の割合は、17.0％です。

＊�道路、公園、学校など社会資本の整備に関する経費で
普通建設事業費、災害復旧事業費など

当初予算

一般会計 604億7000万円

特別会計 233億8860万5千円

企業会計 108億165万1千円

合　　計 946億6025万6千円

（1）守ろう！安心安全と健康
事　　業　　名 事　業　の　内　容 予算額(千円)

避難所マンホールトイレ
整備事業

災害発生時のトイレ不足を解消し、衛生的なトイレ環境を確保するため、3
避難所にマンホールトイレを整備する。 36,425

防災備蓄倉庫整備事業 災害時の要配慮者への支援体制を強化するため、福祉避難所として指定した
公共施設などに要配慮者用の備蓄品などを備えた防災備蓄倉庫を整備する。 5,146

高齢者安全運転支援装置
設置費補助事業

高齢者のアクセルとブレーキの踏み間違いによる交通事故の防止を図るた
め、自動車に後付けできるペダル踏み間違い急発進抑制装置の設置費用など
を補助する。

12,084

自転車用ヘルメット
購入費補助事業

児童および生徒など並びに高齢者のヘルメット着用を促進し、自転車利用時
における交通事故の被害軽減を図るため、自転車用ヘルメットの購入費用を
補助する。

4,138

地域生活支援拠点事業
障害者とその家族が住み慣れた地域で安心して生活するために必要な支援を
提供する仕組みを構築するため、休日、夜間の緊急時に対応する相談窓口機
能および緊急時の受入調整を行う拠点コーディネーターを配置する。

3,079

すぎな作業所等整備事業 障害者の就労支援および生活支援の拡充を図るため、老朽化したすぎな作業
所の建替えに向けた、機能強化などの検討を行う。 12,740

地域介護等推進事業
認知症の人が安心して暮らすことのできる地域づくりを推進するため、従来
の団体申込みに加え、新たに個人で参加できる認知症サポーター養成講座を
開催する。

527

介護人材確保対策事業
介護人材の確保・育成・定着を図り、安定的な介護保険サービスの提供の継
続を支援するため、介護や介護の仕事の魅力・やりがいに関する普及啓発や
介護職の資格取得にかかる費用の支援などを行う。

1,913

高齢者タクシー助成事業
高齢者の外出および医療機関への通院などを支援し、高齢者の福祉増進を図
るため、高齢者タクシーおよび介護タクシーの利用にかかる助成対象者に有
料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅などの入所者を加えるとともに、
介護タクシー利用券を使用できる目的地の制限を廃止する。

19,422

特別養護老人ホーム等
ユニット化改修等支援事業

特別養護老人ホームの居住環境の質を向上させ、高齢者の福祉増進を図るた
め、多床室のプライバシー保護のために必要となる改修経費に対して補助金
を交付する。

73,400

予防接種等事業 帯状疱
ほうしん

疹とその後遺症である帯状疱疹後神経痛の予防を図るため、50歳以
上の人に対して、帯状疱疹ワクチンの接種費用を助成する。 3,381

げんきプラザ整備事業
安心安全で効果的な運動ができる場所を提供するため、総合健康センター内
「げんきプラザ」のサテライト施設を北部生涯学習センター内に開設するた
めの準備を行う。

3,610

県営防災ダム事業 岩ヶ池の堤体の耐震性を高めるため、堤体の地盤改良を行うとともに、通路
およびフェンスの復旧を行う。 11,000

市道2-485号線他道路
新設改良事業(銀座)

歩行者の安全確保と地域の住環境の向上を図るため、道路の拡幅および歩道
の整備を行う。令和3年度は、電柱および電線を地中に埋設する。 116,438

都市計画道路3・4・551刈谷環
状線電線類地中化事業(住吉町)

安全で快適な歩行空間と災害時における緊急輸送道路としての機能を確保す
るため、歩道内の電柱および電線を地中に埋設する。 157,933

公園再整備事業
健康増進の場を創出するため、近隣公園の再整備に合わせてウォーキング
コースや健康遊具の配置を検討するとともに、公園施設の充実を図るため、
トイレの洋式化などを行う。

35,100

準用河川草野川改修事業 浸水被害の解消を図るため河川改修を行い、魚類、昆虫類など自然との触れ
合いを可能とする空間を創造する。 118,000
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